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1939年度大接近期に於ける

　　火星協同槻測結果報告　（II）

遊星面課長　　伊£英太郎

　　　　　　　　　　　　　　4，見　取　圖

　見取圖は，1937年度同様，本會製作の撰定用紙（往復ハガキ型）を使用した．

但し1937年度と異る黒占は，見：取岡用紙の火星Diskの直種を5糎と6糎の2種を

製作し，5糎の方は口径13糎以下の望遠鏡，6糎の方は口径15糎以上の望遠鏡の

使用者に使用して頂いた．自Pち10糎程度の望遠鏡の使用者には6糎の直径は大

に過ぎるからで，それを強行すると模様の比例が正確を失し易い爲である事に

よる．

　見取圓の描書法は，黒鉛筆に依る黒白書が食牛を占めるが・今回は1937年度

に比し色彩書の多V・のが目立ってるる．これは，1937年度の翁面に・京都市の

前田氏がパステルによる描書法が，同氏の巧な彩色法によって實感を出してみ

たのに刺戟されたのも一原因だが，今一つの原因は，今回の接近は・先回に比

して観直径が大きく，從って火星表面の色彩が，比較的小さい口径の器械にも

鮮やかに認められた事が與って力があった事と想像出頭る．使用檜具を記する

と下記の如くである．

　降籏氏（クレオン），松本氏（色鉛牽），坂上氏（色鉛筆と黒鉛筆）・中心氏（色

鉛筆），伊達課長（パステルと紙擦筆）．

　色鉛筆の多いのは，使用の簡易さからであるが，眞實のボ1ツとした色彩に

封しては，パステルを紙擦筆につけて描くのが最も容易で且實感を表現し易い

と筆者は愚考する．筆者の色彩スヶツチは，1937年度の前田氏の描謁法をその

まし採用したが，只，筆者は，太陽光とは随分異った人工光下で色彩スケッチ

する事の不正確さを擢れて，原圖はスケッチブックに黒色鉛筆で爲し・これに

可及的背細に渉って色彩の様子を記録し，翌朝記憶の失はれぬ間に指定見取圖

用紙にパステルを紙擦筆につけて響く………と云ふ：方法を探旧した．但し筆者

もこの方法を以て正確無比な最：良策とは思はぬが勘く共太陽光とは似もつかぬ

人工光の下でするよりは良結果が得られると思考してみる．松本氏は経1糎の

酋洋蝋燭を観測光として色彩スケッチをされ，「同條件の許で眺めれば，實際

に私が見た色彩を再現する」と附記されてみるのは確に行届いた観測報告と絶
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謎を惜しまない．

　色彩黒色スケッチ共に一般に三物に比較すると濃く薔き通ぎる傾向があり，

～これに陣して倉敷天丈毫の岡林氏は，「出來得る丈け一物のコントラストを亦

直に描く事に勉めた」と記録して居られるが・同氏の見取圖は他の見：取回k上ヒ

して頗る淡いが，事實淡いのが本當で，一般に濃く表現し過ぎる・特に今・回の

火星は全般的re　1937年度に比して模様は淡く・大接近であり乍ら小口径には殆

んど絶望的な樹衛であった．

　各観測者の各月の見取圖数は下表の通りである。
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この表でも判る様に・見取圖は7・8爾月に集中したのは・申す迄もなく日置
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の黒占と夕涼みを鹸訟た観測と云ふ貼とがあづかって力がある．6，9爾月が案外

振はなかったのは何故か？　一一Si“不思議に感じられる．筆者の臆測では，今回の

一坐者は新顔が多く，それ丈け最接近時のみ狙はれた方が多かった故か？と思

ってみる．火星表面の季節白化を知る爲には，期間中は可及的に連績した槻測

が望ましい．かく記す筆者が6月は天候と商用，9月は病氣の爲訣測の多かった

のは，申し鐸なく思ってみる．

　　　　　　　　　　5．今回の観測期に於ける氣流通態

　一般にシiイングは悪かった様で，京都の樋上敏一氏の「北山荘」に於ける

シ1イングを除V・て，他は理想的な條件の許での槻測は殆んど無V・と云って良
　　　　　　　　　　　スタング　ド
い．筆者の26糎反射では，標準シiイング7以上の日はなく，大抵5－4の程度

であった．故に，26糎開放で使用するよりも21糎に口径を絞った夜の：方が多い

と云ふ結果を示してみる．倍率は340倍を通したが，シiイングの悪V・時には

230倍の方が良い1象を示してくれた．1937年度の二品には時々520倍が使用出來

たのに比すと，今年の氣候状態の悪V・のが良く判る．これは，EPち地平線から

の火星の高度が低かった事に依るもので，その1例として，9月の或夜，火星を

標準シ1イング5の許に見て後，中天高くかしれる木星を見た虚，シ1イング

は7程度を示し明らかに，2スケ1ル相異してみる事を如實に知り得た事に依っ

ても，星の高度によるシ1イングの良否は甚い事が判ると思ふ．との意味から

云っても，火星観測の先賢ピケリングやロ1エルが，ジャマイカ島，或はアリ

ゾナ，中米へ出張したり槻尾西を建設したりする事が判然と判るものである．

　　　　　　　　　　　6．火星面の色彩と暗黒部の濃度

　火星面の色彩は，見掛けの感じを記すのみで，色名表と比較しやうとしても

人工光の許では正しい比較は出來ない．色彩は，地球上の雲，霞，モや等の氣

象的條件と口径，倍率，各人の網慎の感色性，反射鏡に於ては鍍銀面の新特等

の光學的條件によって非常な差があるから決定的な断定を下す事は無謀だが，

筆者の記録（26糎反射鏡340倍使用）によると，最初豫卜してみた，海洋部が多

く見える爲，星面の色は緑次を混じると云ふ考へは見事裏切られて，今回も時

々赤味の強V・像が見られたが，全期間を通じて榿黄色（Orange　Yellow）が最

も多く，時々桃色を彊く感じた．

　暗黒部の濃度は，上記した如ぐ，先回の当寸衝に比して非常に淡く，索出に困

難を感じた程の事もあり，火星の眼玉と構されるソリス湖や，その北方のチF

uウス湖，それに先回以前の昭島には非常に濃く見えたシv1ヌム海が今年は

非常に淡かった．

　筆者の記録を下表に記し参考とする．
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世界最大“二百吋”望遠鏡の製作工程

　全世界の天文フアンが待望の的である“二百吋”の大反射望遠鏡の製作エ程

について，二才カリフオニや工學院のJohn　A・Anderson博士が獲表する卿こ

よれば，昨年1939年七月末の現在では，

1）研究所本部の3つの建築は最：近完成した．

2）　口径“200インチ”の鏡面は殆んど完全に球面となった．あと僅かな整形が

　残ってみるばかり。

3）補助用の双曲線鏡面．数ケは一部整形絡了．

4）　クデ式の手漉鏡（36”×53”）は殆んど完成．

5）望遠鏡運傳用の3ケの大型ヲ1ム・ギヤの内，1ケは完成，他は製作中．之
　れは各個の製作に6ケ月かNる．
6）パロマ1山上では，径135吠のド1ムが略々完成．“二百吋”望遠鏡のマウ

　ンテングの重量部は，製作されただけは皆据え付けられたし，電氣装置も可

　なり進歩した．口径，“48吋”のシミツト望遠鏡のド1ムも殆んど完成した．

7）　‘‘二百吋”望遠鏡の附属品，部ち，分光爲二七や，乾板とり枠や其の他一一切

　のものは，望遠鏡がほNS　2年後には完成して，使用されるやうになる見込み

　なので，其れまでには全部が出來上る土定で，釦乍工事が進められてみる．

こんなわけであるがら，さすがに亘大な此の望遠鏡の工事であるため，V・ろV、

ろ各方面で，やかましく待望されてるる割り合ひに時日が長引いてみるが，上

記の様子から見ると，tg41年の末までには全部が完成し，早ければ同年内に，

或は遅くとも1942年には観測が開始されるだろうと，豫期される．


